
あったか～い鍋に生桜えびのかき揚。新年会承ります。

〈
住
　
所
〉
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市
塚
原
一
　
三
　
二
〇

〈
電
　
話
〉
七
二
　
二
八
〇
〇

−

−
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茅
野
商
工
会
議
所 

資源保護と環境保全のため、
植物性インキを使用しています。

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
ス

ポ
ー
ツ
好
き
の
私
は
わ
く

わ
く
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
大
相
撲
初
場
所
。
稀
勢

の
里
に
若
乃
花
・
貴
乃
花

以
来
の
日
本
人
横
綱
誕
生

の
期
待
が
か
か
る
。
重
圧

克
服
は
稽
古
し
か
な
い
。

三
月
は
選
抜
高
校
野
球
。

茅
野
市
の
東
海
大
三
高
野

球
部
に
は
今
月
24
日
吉
報

が
届
く
で
し
ょ
う
が
、
久

し
ぶ
り
の
地
元
高
校
の
甲

子
園
で
の
活
躍
を
み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
６
月
は
ブ
ラ
ジ
ル
開

催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
。
日

本
の
リ
ー
グ
戦
相
手
は

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
ギ

リ
シ
ャ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で

全
８
組
の
中
で
最
混
戦
区

に
入
っ
た
。
勝
ち
上
っ
て

も
次
は
イ
タ
リ
ア
か
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
、
そ
の
次
は
ブ

ラ
ジ
ル
か
ス
ペ
イ
ン
。
ベ

ス
ト
16
が
現
実
目
標
で

し
ょ
う
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
、
始
ま
る
前
の
今
が

一
番
楽
し
い
の
で
し
ょ
う

ね
。Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
ス
ー
パ
ー

ボ
ウ
ル
も
目
前
で
す
。

K
・
F

法
律
相
談

税
務
相
談

PM
2
時
〜
4
時

相
続
・
遺
言
相
談

1
時
〜
4
時

PM

定
例
相
談
日

定
例
相
談
日
2
月 

12
日 

㈬

経
営
＆
金
融
相
談
コ
ー
ナ
ー

経
営
＆
金
融
相
談
コ
ー
ナ
ー
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経
営
改
善
計
画
書
作
成
相
談

随
時

1
時
〜
4
時

PM

ご
相
談
の
お
申
し
込
み
は
事
前
に
会
議
所
相
談
課
へ

年末調整個別相談会

経営安定・経営革新セミナー

【最強の販売戦略】ランチェスターで経営強化！一点突破で強者に勝つビジネス兵法 “弱者逆転の法則”
市場縮小時代に勝ち残る…わずか６ヶ月で売上1.5倍のランチェスター流営業戦略

小が大に勝つ弱者逆転を使命とし、ビジネス戦略のバイブル「ランチェスター戦略」を学びます。
戦いの原理とランチェスターの説く勝ち方の原則をわかりやすく解説する「基本編」です。
小が大に勝つには？ランチェスター戦略とは？弱者？差別化？No.1とは…？

講師
㈱リンクウェル 代表取締役

中丸秀昭 氏
1970年生まれ。日本大
学卒業。広告会社の営業
マンとして従事するも
「売れない営業」のレッ
テルを貼られる。解雇の
最後通告を受ける中、今
までと異なる営業手法で

「トップセールス」となる。その手法を指導・活用して最
年少マネージャーに就任。広告会社在籍中に知り合っ
た経営者の言葉により経営コンサルタントへ転身。大
手コンサル会社など２社に在籍。その間外資系生保の
営業に引き抜かれ、3年以上在籍しない事を条件に入
社し、２年目に在籍オフィスのベスト５に入賞を機に独
立、㈱リンクウェルを設立、代表取締役就任。

なかまる　 ひであき

日　時　平成26年2月5日（水）15時00分～17時00分
会　場　茅野商工会議所会館（茅野市塚原1-3-20）
受講料　無料　　　定　員　50名
申込み　茅野商工会議所　TEL 0266-72-2800　FAX 0266-72-9030

◆ランチェスター戦略が“競争戦略のバイブル” 
　“弱者必勝の法則”と言われる理由は？
◆弱者と強者の基本戦略と５大戦法とは？
◆弱者の５大戦法
◆強者の基本戦略は「ミート戦略」

◆強者の５大戦法
◆戦略と戦術の定義と違いとは？
◆競争目標と攻撃目標の違いとは？
◆ランチェスター戦略３つの結論とは？
◆ランチェスター式ABC分析

主な講座内容

エレクトロニクス製造・実装に関する専門技術展
アジア最大!過去最多1,780社が出展　平成26年1月16日（木）催行

日　程 展 示 名

参加費用◎1,000円/1人あたり　当日集金させていただきます。（バス往復費用・保険加入費用の一部をご負担願います。） ※昼食代等は各自負担でお願い致します。
概略日程◎茅野市役所　東側第4駐車場 集合・出発<7:00>⇒東京国際展示場着<11:00>
　　　　　東京国際展示場 出発<16:30>⇒茅野市役所着・解散<20:00(予定)>
申込締切日◎平成26年1月10日（金）（但し先着順優先）　宛先◎茅野・産業振興プラザ（担当：勝野・西野） TEL:0266-75-2030　

展 示 概 要
エレクトロニクス製造・実装に関する装置、技術、部
品・材料が一堂に出展するアジア最大の専門技術展。

半導体、LED、パワーデバイス、MEMSデバイスなど
に必要なあらゆるパッケージング技術が出展する専門
技術展。

プリント配線板・材料、設計・開発受託、設計開発ツー
ルが一堂に出展!

日本最大!エレクトロニクス製造/研究・開発における
検査技術の専門展。

民生機器、モバイル機器、産業機器などあらゆる分野
に必要な電子部品・デバイスが出展する専門技術展。

電子材料・高機能材料、材料開発技術が一堂に出展す
る専門技術展。

板金・切削・プレス・電鋳・エッチング・表面処理・難素
材加工技術などあらゆる精密・微細加工を持った企業
が一堂に出展する専門技術展。

第43回インターネプコン ジャパン

第15回半導体パッケージング技術展

第15回プリント配線板EXPO

第4回 精密 微細 加工技術EXPO

第31回エレクトロテスト ジャパン

第15回電子部品EXPO

第5回先端電子材料EXPO

1/16（木）

ネプコンジャパン
2014
同時開催

先着40名様

東京ビッグサイト「ネプコンジャパン2014」日帰りバスツアーのご案内 長野県社会保険労務士会諏訪支部

無料簡易労務診断のご案内

こんなお悩みはありませんか?

　グローバルな競争にさらされる中で、強い経営体質を創り、継続的安定的に成長を続け
ていくためには社員の活性化、社員力の向上が不可欠です。
　私たち長野県社会保険労務士会諏訪支部では、無料で簡易労務診断を通じ、貴社の状
況を「可視化」「数値化」することで皆様の遵法経営と社員力向上のお役に立てるよう取
り組んでいます。

 支部長　山田博志 TEL 0266-23-1841
 プロジェクトリーダー　鶴石悠紀 TEL 0266-72-8318
 プロジェクト事務局　篠田幸永 TEL 0266-23-3363

※対象は諏訪圏内の企業に限ります。場合によってお引き受けできないことがあります。

○私の会社で労働基準法や労働諸法令に合っていないことはないだろうか?
○私の会社で従業員は活き活きと満足して働いているだろうか?

【無料簡易労務診断の内容】

◆就業規則審査による労働基準法等の適法性審査
◆社員アンケートによる社員モラル判断　◆診断結果に基づく改善提案アドバイス

事業主/人事担当者の皆様

主催：諏訪経営安定特別相談室／
　　　岡谷商工会議所・下諏訪商工会議所・諏訪商工会議所・茅野商工会議所

【お問い合せ先】　長野県社会保険労務士会諏訪支部

●国民年金保険料控除を受けるには国民年金保険料控除証明書     
　（ハガキ）が必要です。又、控除証明書類（例：国保税の納入金確認、
生保・介護医療・個人年金、損保（長期）・地震保険）等をご持参下さい。
●年末調整個別相談会には「納付書」を忘れずにご持参下さい。
失くした場合再発行となり時間がかかります。
●記入できる箇所は予め記入しておいてください。

日時■平成26年1月7日（火）・8日（水）の2日間
　　　午前10時～正午・午後1時～4時
場所■茅野商工会議所 3階301会議室

発　　行　茅 野 商 工 会 議 所
毎月15日発行

編集発行人   

〒391-8521長野県茅野市塚原1-3-20
TEL ( 0266 ) 72 - 2800 (代)
FAX ( 0 2 6 6 ) 7 2 - 9 0 3 0
URL http://www.chinocci.or.jp/

会　頭　宮　坂　孝　雄

平成26年　2014年
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牛
　
山
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朝
治

顧
　
問

　
矢
　
島
　
茂
　
弘

　
小
　
川
　
哲
　
男

　
宮
　
沢
　
三
　
男

　
田
　
村
　
春
　
夫

　
柿
　
沢
　
　
　
拓

　
木
　
村
　
　
　
博

謹
賀
新
年
平
成
二
十
六
年
　
元
旦

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、
茅
野
商
工
会
議
所

第
十
九
期
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
引

き
続
き
会
頭
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
取
組
み
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
り
返
り
ま
す
と
二
○
○
七
年
に
会
頭
と
し
て
初
就
任
以
降
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日

本
大
震
災
の
発
生
、
原
発
事
故
な
ど
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
よ
う
や
く
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
で
景
気
回
復
の
兆
し
は
見
え
て
き
た
も
の
の
、
地
方

経
済
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
茅
野
商
工
会
議
所
と
致
し
ま
し
て
は
二
○
一
三

年
か
ら
五
年
間
の
活
動
指
針
と
な
る
「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
特
に
人
づ
く
り
と
技
術

づ
く
り
を
進
め
、
企
業
支
援
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
さ
ら
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

参
入
す
る
市
場
規
模
は
小
さ
く
て
も
高
い
シ
ェ
ア
、
高
収
益
を
誇
る
企
業
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
ニ
ッ
チ
分
野
で
国
際
市
場
を
開
拓
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
企
業
」
の
育
成

を
目
指
し
、
医
療
や
航
空
な
ど
成
長
分
野
へ
の
参
入
も
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
諏
訪
東
京
理

科
大
学
・
茅
野
市
と
共
に
立
ち
上
げ
た
「
茅
野
・
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
」
を
拠
点
に
産
学
官
の

連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
こ
れ
ら
の
支
援
や
新
製
品
の
開
発
、
新
分
野
開
拓
に
向
け
更
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
家
族
旅
行
が
減
少
し
、
企
業
も
収
益
の
悪
化
で
職
場
旅
行

を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
し
山
紫
水
明
の
地
を
強
力
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
、国
内
は
も
と
よ
り
、海
外
か
ら
の
誘
客
も
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。取
組
み
の
一
つ
が
、

「
蓼
科
三
室
源
泉
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
高
温
弱
酸
性
泉
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
て

誘
客
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
茅
野
市
に
は
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
的
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
掘
り
起
し
、
観
光
誘
客
へ
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か

調
査
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

商
業
面
で
は
、
既
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
や
「
軽
ト
ラ
市
」
の
取
組
み
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
寒
天
や
そ
ば
な
ど
、
伝
統
産
業
を
軸
と
し
た
農
商
工
連
携
、
6
次
産

業
化
へ
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

建
設
産
業
面
で
は
成
果
を
収
め
て
い
る
田
舎
暮
ら
し
「
楽
園
信
州
ち
の
」
の
取
組
み
が
各
方

面
へ
波
及
し
さ
ら
な
る
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
一
層
力
を
入
れ
、「
地
域
産
業
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
」
を
目
指
し
、
地

域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
会
員
企
業
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
商
工
会

議
所
活
動
へ
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茅野商工会議所中期ビジョン 概要 茅野商工会議所は、２０１３年から５年間の活動指針となる「中期ビジョン」を策定しました。５年後に茅野
商工会議所が「地域産業活性化実現の拠点となる」ことを目指し、主要施策、重点実施項目をまとめました。

 1. 会員・創業者の経営力強化に向けた支援
　商工会議所の重要な使命である「中小企業の活力強化」を推進するため、会議所の経営
相談事業を一層充実するとともに、次代を担う若手経営層の人財育成事業を強化します。

（1）経営相談機能の強化
　①円滑な事業承継の促進
　②マル経融資制度等の積極的活用による金融支援
　③企業の IT活用サポートの強化
　④創業支援の充実と強力なフォローアップの展開
（2）産業人財育成の推進
　①経営者向けトップセミナーの継続的開催
　②若手経営者等への環境変化に対応できる人財育成の推進

 2. 新たな地域経済の振興施策の推進
　商工会議所の重要な役割である「地域経済の活性化」を図るため、あらゆる分野にわたる
革新的な取り組みを支援し、地域の魅力化と活性化につながる事業を展開してまいります。

（1）イノベーションの推進（※イノベーション :革新的な新たな取り組みをさします）
　①「個」のイノベーション活動の支援
　②新分野の産業に対する情報収集活動の推進
（2）地域活性化の推進
　①地域の魅力化、会員事業所のブラッシュアップの支援
　②農商工連携による新たな産業創出事業の推進
　③茅野市の産業振興ビジョンの活用と市行政との連携

 3. 会議所ネットワークの活用や他組織との連携
　企業が抱える経営課題は、複雑化・高度化し会議所が単独で解決することは困難な時代
を迎えています。そのため、他の専門機関や支援機関とのネットワークを拡大し、高度の
課題については、速やかに専門機関につなげる等のサービスを充実してまいります。

（1）外部支援機関との連携強化
　①「茅野・産業振興プラザ」との連携強化
　②産学連携によるイノベーション事業の推進
（2）企業間のビジネス交流等の充実
　①新規創業者・新規会員・異業種事業所による交流事業の積極的展開
　　　　
 4. 国・県・市等への政策提言・要望の推進
　商工会議所の重要な役割である、会議所では解決できない大きな課題等について会員の
意見を取りまとめて、必要に応じて行政等へ政策提言や意見具申することが求められてい
ます。今後様々な地域の課題を委員会等の中で検討し、地域の経済団体として積極的に政
策提言等を推進してまいります。

（1）政策提言機能の強化
　①会員の声を集約し、行政への政策提言活動の推進
　　      　
 5. 会議所の組織力・財政基盤の確立
　会議所の組織の主役は部会の構成メンバーである会員の皆様ですが、会員の中から選出
された 1号・2号・3号議員の方々が正副会頭のもとで様々な委員会活動を通じて目標達
成に向けて活動しています。会議所の組織力を強化するため、委員会活動を支える事務局
組織につきましても会員目線での改革を進めてまいります。そして、会員の増強や財政基
盤の充実にも努め会議所組織の安定化を図ってまいります。

（1）会議所の組織体制の見直しと会員サービスの徹底化
　①会議所事務局体制の充実と会員サービスの強化
　②委員会及び部会の機能強化
　③青年部及び女性会と本会との連携強化
　④会員企業のニーズ把握とその対応の迅速化
　⑤会員企業への情報提供の強化
（2）組織の強化と自主財源の確保推進
　①会員増強、財政基盤の強化

年
頭
の
ご
挨
拶  　

 

茅
野
商
工
会
議
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会
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宮
坂
ゴ
ム
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孝
雄



〒391-0013 長野県茅野市宮川4313-1
TEL 0266-73-5858   http://www.chinobus.com/

快適な旅をプロデュース

茅野バス観光㈱

長野県寒天水産加工業協同組合 72-2039

R

大自然が育んだ
ナチュラルフーズ

茅野市本町西 1-40 TEL : 0266-72-5060 

押す除雪機

飛ばす除雪機

㈱マルモ機械 ■本社：茅野市本町西　　 ☎72-2288
■たてしな店：茅野市豊平山寺  ☎73-4455
■原支店：原村中新田　　 ☎79-2919

土・日曜日
も営業

明治27年創業・機械のお求めは、アフターサービス安心の地元・専門店で！！

スチールチェンソー
MS170C-E（30.1cc バー 30㎝)

ホンダ除雪機実績No.1

ユキオスSB800

ベタ雪に強い
この地方にピッタリ

199,800円特

29,800円 （税込）より特

199,800円特

メーカー生産
在庫あとわずか

HSS655(JE)

スチール・やまびこ
ハスクバーナ・ゼノアチェンソー
世界の超一流メーカー
チェンソー
スチール・ハスクバーナ・ゼノア・
新ダイワ・共立

（税込）

（税込）

茅野市塚原2-15-16　TEL 0266-73-0209
営業時間■AM11:00~売り切れ次第終了　定休日■木曜日

数量限定
無製粉
直捏ね
細切り蕎麦

2014 経営革新新春セミナー
日時：2014年1月23日（木） 15：30～
場所：茅野市民館 2F コンサートホール

参加費無料! 電話にてお申込み下さい。

(3)   第487号 ちの会議所ニュース 新 年 特 別 号

地域産業活性化の拠点を目指して
新年の抱負を語る役員・委員長
地域産業活性化の拠点を目指して
新年の抱負を語る役員・委員長

(2)   第487号 ちの会議所ニュース 新 年 特 別 号

新年の抱負を語る新議員
　

昨
年
は
、身
に
あ
ま
る
叙
勲
を
受
章
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
ず
会
員
に
と
っ
て
身
近
な
会
議
所
作
り
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
若
さ
と
は
人
生
の
あ
る

時
期
の
事
で
は
な
く
心
の
在

り
方
の
事
だ
」サ
ミ
ュエ
ル・ウ

ル
マ
ン
の
言
葉
で
す
。70
才
を

超
え
て
年
か
な
?
と
思
う
事

が
有
り
ま
す
が
心
を
若
く

保
っ
て
夢
と
希
望
の
有
る
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総務委員長
㈲鐘の鳴る店中沢
中澤國忠

『
忙
中
閑
有
』

　

忙
中
の
閑
こ
そ
真
の
閑
と
思
い
、遊
び
心
を
忘

れ
ず
に
日
々
の
経
営
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

新議員
㈲丸井伊藤商店
伊藤英一郎

　

茅
野
の
観
光
業
は
、最
早「
頑
張
る
」と
いっ
た

精
神
論
で
は
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。本
年
は
、よ

り
一層
具
体
的
積
極
的
に
提
言
や
行
動
を
し
、茅

野
観
光
再
生
元
年
と
な
る
よ
う
、お
役
に
立
ち

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

新議員
㈱東急リゾートサービス

臼井秀明

　

ア
ン
テ
ナ
を
高
く・謙
虚
に
モ
ノ
を
見
、小
さ
な

行
動
か
ら
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、素
直
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
技
術
革
新
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

新議員
シスマック㈱
岡本猛

『
一球
入
魂
』

　

精
神
を
集
中
し
て
一
球
を
投
ず
る
意
味
で
す

が
、一つ一つ
の
仕
事
に
集
中
し
て
全
力
投
球
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新議員
㈲小林工務店
小林等

『
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
あ
る
』

　

思
い
は
叶
う
も
の
と
信
じ
て
、何
事
も
あ
き
ら

め
ず
、一歩
一歩
、進
ん
で
行
き
た
い
。 新議員

㈱フォルム建築設計事務所

武井清次

『
居
安
思
危
』

　

平
安
無
事
の
と
き
に
も
、危
難
に
備
え
、用
心

を
怠
ら
な
い
。

新議員
㈲原田興業
原田裕一

　
「
お
客
様
や
会
社
に
と
っ
て
、本
当
に
大
切
な

事
は
何
か
」「
何
が
本
物
か
」を
い
つ
も
考
え
る

習
慣
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
。 新議員

㈲牛山木工所
細田俊明

　

茅
野
市
の
持
つ
特
性
を
磨
き
上
げ
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
発
信
し
た
い
。特
に

観
光
業
の
持
つ
交
流
促
進
的
役
割
を
生
か
し
広

く
地
域
と
関
り
つつ
、国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々

に
感
動
を
与
え
た
い
。

新議員
㈲晴明荘
両角良久

『
切
磋
琢
磨
』

　

常
に
自
分
を
磨
き
上
げ
る
事
の
初
心
を
忘
れ

る
事
な
く
難
し
い
今
の
時
代
を
乗
り
切
る
会
社

体
制
を
築
き
上
げ
る
。

新議員
㈱東城組
矢嶋文彦

『
感
動・サ
ー
ビ
ス
は
口
コ
ミ
に
つ
な
が
る
』

　

常
に
相
手
の
気
持
ち
に
な
って
、感
動
す
る
事
喜
ば
れ

る
事
を
継
続
出
来
る
様
、今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

商業委員長
ドリーム
長田幸子

『
千
里
の
行
も
足
下
よ
り
始
ま
る
』

　

大
き
く
難
し
い
目
標
で
あ
っ
て
も
、そ
こ
に
向
か
っ
て
先

ず
第
一歩
を
踏
み
出
さ
な
い
と
永
遠
に
達
成
で
き
な
い
。

工業委員長
㈱オガ

小笠原弘三

『
山
を
学
び
て
山
に
至
ら
ず
』

　

も
の
を
学
ぶ
に
は一ヶ
所
に
止
ま
ら
ず
、常
に
目
標
に
向

か
って
動
い
て
、努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観光委員長
㈲黒百合
米川正利

『
初
志
貫
徹
』

　

初
め
に
心
に
決
め
た
志
を
最
後
ま
で
貫
き
通
す
こ
と

建設産業委員長
蓼科グリーンビュー開発㈱
朝倉平和

　

昨
年
は
、い
ろ
い
ろ
な
災
害
や
事
件
が
起
き
た
年
で
し

た
。多
少
の
明
る
さ
が
見
え
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。今
年
は
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、お
客
様
を
第
一に
考

え
社
員
一同
で
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

調査広報委員長
㈲八剣技研
石田元一

『
感
謝
と
誠
意
』

　

何
事
に
も
感
謝
し
、誠
意
を
込
め
、人
に
喜
ば
れ
る
仕

事
を
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

会員サービス委員長
㈱アイプラザイトウ
伊藤達成

副会頭
松木寒天産業㈱
松木修治

　

三
期
目
の
副
会
頭
と
し
て
、

会
議
所
の
有
り
方
を
原
点
に

も
ど
し
、職
員
の
質
の
向
上

と
、会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
み
、中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
会
議
所
が
、地
域
産
業

活
性
化
実
現
の
拠
点
に
な
る

様
努
力
し
ま
す
。

副会頭
㈱ミクロン精工
若御子善久

　

こ
の
度
、副
会
頭
と
い
う
重

責
を
初
め
て
務
め
る
事
と
な

り
ま
し
た
。景
気
に
左
右
さ

れ
な
い
強
い
街
づ
く
り
の
た

め
、皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、努

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

副会頭
南新電気工業㈱
金子好成

　『
「
絶
え
間
な
き
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」が
企
業
発
展

の
源
泉
』

　

百
年
前
に
シ
ュン
ペ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
こ
の
言

葉
に
あ
ら
た
め
て
感
銘
を
受

け
て
い
る
毎
日
で
す
。

専務理事

岡沢正明

「
日
本
再
出
発
の
礎
」を
築
く

　

私
は
、昨
年
１１
月
の
会
頭
就
任
時
に「
新
た
な
日
本
再
出
発
の

礎
を
築
く
」と
し
た
所
信
を
表
明
し
、絶
え
ざ
る
進
化
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
会
員
の
皆
様

に
誓
い
ま
し
た
。新
た
な
再
出
発
を
果
た
し
て
成
長
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、「
わ
が
国
の
強
み
と
潜
在
力
の
再
認
識
と
そ
の
発

揮
」、「
民
間
の
自
助
努
力
」、「
成
長
に
つ
な
が
る
国
際
化
」の
３
つ

の
視
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
現
場
主
義
」と「
双
方
向
主
義
」を

基
本
行
動
と
し
て
、商
工
会
議
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

日本商工会議所
三村明夫 会頭
新日鉄住金相談役名誉会長

く
ち

「
地
域
の
発
展
」「
日
本
の
発
展
」の
た
め
に

　

私
た
ち
商
工
会
議
所
は
、「
会
員
企
業
の
発
展
」、「
地
域
の
発

展
」、「
日
本
の
発
展
」の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョン
を
持
って
い
ま
す
。そ
し

て
こ
の
３
つ
が
同
一方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

私
は
、会
頭
に
就
任
後
す
ぐ
に
、全
国
９
ブ
ロッ
ク
の
主
要
商
工

会
議
所
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。行
政
と
緊
密
に
連
携
を

図
り
、中
長
期
の
ビ
ジ
ョン
を
明
確
化
し
て
い
る
会
議
所
、規
制
改

革
を
活
用
し
、地
域
の
競
争
力
強
化
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
会
議

所
、少
子
化
問
題
や
過
疎
化
対
策
等
、難
問
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
会
議
所
な
ど
な
ど
、ま
さ
に
地
域

の
発
展
、日
本
の
発
展
の
た
め
、多
大
な
努
力
を
日
々
実
践
し
て
い

る
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。大
変
力
強
く
感
じ
る
と

と
も
に
、こ
う
し
た
活
動
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。地
域
に
お
け
る
商
工

会
議
所
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、地
域
発
の
成
長
を
強
力

に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。本
年
が
、日
本
再
出
発
に
向
け
た

力
強
い一歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、皆
様
の一層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
て

初
め
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
再
出
発
へ
、

　
　

力
強
い一歩
を

平
成
２６
年
三
村
明
夫
日
商
会
頭
年
頭
所
感



〒391-0013 長野県茅野市宮川4313-1
TEL 0266-73-5858   http://www.chinobus.com/

快適な旅をプロデュース

茅野バス観光㈱

長野県寒天水産加工業協同組合 72-2039

R

大自然が育んだ
ナチュラルフーズ

茅野市本町西 1-40 TEL : 0266-72-5060 

押す除雪機

飛ばす除雪機

㈱マルモ機械 ■本社：茅野市本町西　　 ☎72-2288
■たてしな店：茅野市豊平山寺  ☎73-4455
■原支店：原村中新田　　 ☎79-2919

土・日曜日
も営業

明治27年創業・機械のお求めは、アフターサービス安心の地元・専門店で！！

スチールチェンソー
MS170C-E（30.1cc バー 30㎝)

ホンダ除雪機実績No.1

ユキオスSB800

ベタ雪に強い
この地方にピッタリ

199,800円特

29,800円 （税込）より特

199,800円特

メーカー生産
在庫あとわずか

HSS655(JE)

スチール・やまびこ
ハスクバーナ・ゼノアチェンソー
世界の超一流メーカー
チェンソー
スチール・ハスクバーナ・ゼノア・
新ダイワ・共立

（税込）

（税込）

茅野市塚原2-15-16　TEL 0266-73-0209
営業時間■AM11:00~売り切れ次第終了　定休日■木曜日

数量限定
無製粉
直捏ね
細切り蕎麦

2014 経営革新新春セミナー
日時：2014年1月23日（木） 15：30～
場所：茅野市民館 2F コンサートホール

参加費無料! 電話にてお申込み下さい。

(3)   第487号 ちの会議所ニュース 新 年 特 別 号

地域産業活性化の拠点を目指して
新年の抱負を語る役員・委員長
地域産業活性化の拠点を目指して
新年の抱負を語る役員・委員長

(2)   第487号 ちの会議所ニュース 新 年 特 別 号

新年の抱負を語る新議員
　

昨
年
は
、身
に
あ
ま
る
叙
勲
を
受
章
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
ず
会
員
に
と
っ
て
身
近
な
会
議
所
作
り
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
若
さ
と
は
人
生
の
あ
る

時
期
の
事
で
は
な
く
心
の
在

り
方
の
事
だ
」サ
ミ
ュエ
ル・ウ

ル
マ
ン
の
言
葉
で
す
。70
才
を

超
え
て
年
か
な
?
と
思
う
事

が
有
り
ま
す
が
心
を
若
く

保
っ
て
夢
と
希
望
の
有
る
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総務委員長
㈲鐘の鳴る店中沢
中澤國忠

『
忙
中
閑
有
』

　

忙
中
の
閑
こ
そ
真
の
閑
と
思
い
、遊
び
心
を
忘

れ
ず
に
日
々
の
経
営
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

新議員
㈲丸井伊藤商店
伊藤英一郎

　

茅
野
の
観
光
業
は
、最
早「
頑
張
る
」と
いっ
た

精
神
論
で
は
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。本
年
は
、よ

り
一層
具
体
的
積
極
的
に
提
言
や
行
動
を
し
、茅

野
観
光
再
生
元
年
と
な
る
よ
う
、お
役
に
立
ち

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

新議員
㈱東急リゾートサービス

臼井秀明

　

ア
ン
テ
ナ
を
高
く・謙
虚
に
モ
ノ
を
見
、小
さ
な

行
動
か
ら
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、素
直
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
技
術
革
新
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

新議員
シスマック㈱
岡本猛

『
一球
入
魂
』

　

精
神
を
集
中
し
て
一
球
を
投
ず
る
意
味
で
す

が
、一つ一つ
の
仕
事
に
集
中
し
て
全
力
投
球
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新議員
㈲小林工務店
小林等

『
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
あ
る
』

　

思
い
は
叶
う
も
の
と
信
じ
て
、何
事
も
あ
き
ら

め
ず
、一歩
一歩
、進
ん
で
行
き
た
い
。 新議員

㈱フォルム建築設計事務所

武井清次

『
居
安
思
危
』

　

平
安
無
事
の
と
き
に
も
、危
難
に
備
え
、用
心

を
怠
ら
な
い
。

新議員
㈲原田興業
原田裕一

　
「
お
客
様
や
会
社
に
と
っ
て
、本
当
に
大
切
な

事
は
何
か
」「
何
が
本
物
か
」を
い
つ
も
考
え
る

習
慣
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
。 新議員

㈲牛山木工所
細田俊明

　

茅
野
市
の
持
つ
特
性
を
磨
き
上
げ
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
発
信
し
た
い
。特
に

観
光
業
の
持
つ
交
流
促
進
的
役
割
を
生
か
し
広

く
地
域
と
関
り
つつ
、国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々

に
感
動
を
与
え
た
い
。

新議員
㈲晴明荘
両角良久

『
切
磋
琢
磨
』

　

常
に
自
分
を
磨
き
上
げ
る
事
の
初
心
を
忘
れ

る
事
な
く
難
し
い
今
の
時
代
を
乗
り
切
る
会
社

体
制
を
築
き
上
げ
る
。

新議員
㈱東城組
矢嶋文彦

『
感
動・サ
ー
ビ
ス
は
口
コ
ミ
に
つ
な
が
る
』

　

常
に
相
手
の
気
持
ち
に
な
って
、感
動
す
る
事
喜
ば
れ

る
事
を
継
続
出
来
る
様
、今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

商業委員長
ドリーム
長田幸子

『
千
里
の
行
も
足
下
よ
り
始
ま
る
』

　

大
き
く
難
し
い
目
標
で
あ
っ
て
も
、そ
こ
に
向
か
っ
て
先

ず
第
一歩
を
踏
み
出
さ
な
い
と
永
遠
に
達
成
で
き
な
い
。

工業委員長
㈱オガ

小笠原弘三

『
山
を
学
び
て
山
に
至
ら
ず
』

　

も
の
を
学
ぶ
に
は一ヶ
所
に
止
ま
ら
ず
、常
に
目
標
に
向

か
って
動
い
て
、努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観光委員長
㈲黒百合
米川正利

『
初
志
貫
徹
』

　

初
め
に
心
に
決
め
た
志
を
最
後
ま
で
貫
き
通
す
こ
と

建設産業委員長
蓼科グリーンビュー開発㈱
朝倉平和

　

昨
年
は
、い
ろ
い
ろ
な
災
害
や
事
件
が
起
き
た
年
で
し

た
。多
少
の
明
る
さ
が
見
え
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。今
年
は
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、お
客
様
を
第
一に
考

え
社
員
一同
で
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

調査広報委員長
㈲八剣技研
石田元一

『
感
謝
と
誠
意
』

　

何
事
に
も
感
謝
し
、誠
意
を
込
め
、人
に
喜
ば
れ
る
仕

事
を
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

会員サービス委員長
㈱アイプラザイトウ
伊藤達成

副会頭
松木寒天産業㈱
松木修治

　

三
期
目
の
副
会
頭
と
し
て
、

会
議
所
の
有
り
方
を
原
点
に

も
ど
し
、職
員
の
質
の
向
上

と
、会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
み
、中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
会
議
所
が
、地
域
産
業

活
性
化
実
現
の
拠
点
に
な
る

様
努
力
し
ま
す
。

副会頭
㈱ミクロン精工
若御子善久

　

こ
の
度
、副
会
頭
と
い
う
重

責
を
初
め
て
務
め
る
事
と
な

り
ま
し
た
。景
気
に
左
右
さ

れ
な
い
強
い
街
づ
く
り
の
た

め
、皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、努

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

副会頭
南新電気工業㈱
金子好成

　『
「
絶
え
間
な
き
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」が
企
業
発
展

の
源
泉
』

　

百
年
前
に
シ
ュン
ペ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
こ
の
言

葉
に
あ
ら
た
め
て
感
銘
を
受

け
て
い
る
毎
日
で
す
。

専務理事

岡沢正明

「
日
本
再
出
発
の
礎
」を
築
く

　

私
は
、昨
年
１１
月
の
会
頭
就
任
時
に「
新
た
な
日
本
再
出
発
の

礎
を
築
く
」と
し
た
所
信
を
表
明
し
、絶
え
ざ
る
進
化
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
会
員
の
皆
様

に
誓
い
ま
し
た
。新
た
な
再
出
発
を
果
た
し
て
成
長
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、「
わ
が
国
の
強
み
と
潜
在
力
の
再
認
識
と
そ
の
発

揮
」、「
民
間
の
自
助
努
力
」、「
成
長
に
つ
な
が
る
国
際
化
」の
３
つ

の
視
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
現
場
主
義
」と「
双
方
向
主
義
」を

基
本
行
動
と
し
て
、商
工
会
議
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

日本商工会議所
三村明夫 会頭
新日鉄住金相談役名誉会長

く
ち

「
地
域
の
発
展
」「
日
本
の
発
展
」の
た
め
に

　

私
た
ち
商
工
会
議
所
は
、「
会
員
企
業
の
発
展
」、「
地
域
の
発

展
」、「
日
本
の
発
展
」の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョン
を
持
って
い
ま
す
。そ
し

て
こ
の
３
つ
が
同
一方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

私
は
、会
頭
に
就
任
後
す
ぐ
に
、全
国
９
ブ
ロッ
ク
の
主
要
商
工

会
議
所
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。行
政
と
緊
密
に
連
携
を

図
り
、中
長
期
の
ビ
ジ
ョン
を
明
確
化
し
て
い
る
会
議
所
、規
制
改

革
を
活
用
し
、地
域
の
競
争
力
強
化
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
会
議

所
、少
子
化
問
題
や
過
疎
化
対
策
等
、難
問
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
会
議
所
な
ど
な
ど
、ま
さ
に
地
域

の
発
展
、日
本
の
発
展
の
た
め
、多
大
な
努
力
を
日
々
実
践
し
て
い

る
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。大
変
力
強
く
感
じ
る
と

と
も
に
、こ
う
し
た
活
動
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。地
域
に
お
け
る
商
工

会
議
所
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、地
域
発
の
成
長
を
強
力

に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。本
年
が
、日
本
再
出
発
に
向
け
た

力
強
い一歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、皆
様
の一層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
て

初
め
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
再
出
発
へ
、

　
　

力
強
い一歩
を

平
成
２６
年
三
村
明
夫
日
商
会
頭
年
頭
所
感



あったか～い鍋に生桜えびのかき揚。新年会承ります。

〈
住
　
所
〉
茅
野
市
塚
原
一
　
三
　
二
〇

〈
電
　
話
〉
七
二
　
二
八
〇
〇

−

−

−

茅
野
商
工
会
議
所 

資源保護と環境保全のため、
植物性インキを使用しています。

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
ス

ポ
ー
ツ
好
き
の
私
は
わ
く

わ
く
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
大
相
撲
初
場
所
。
稀
勢

の
里
に
若
乃
花
・
貴
乃
花

以
来
の
日
本
人
横
綱
誕
生

の
期
待
が
か
か
る
。
重
圧

克
服
は
稽
古
し
か
な
い
。

三
月
は
選
抜
高
校
野
球
。

茅
野
市
の
東
海
大
三
高
野

球
部
に
は
今
月
24
日
吉
報

が
届
く
で
し
ょ
う
が
、
久

し
ぶ
り
の
地
元
高
校
の
甲

子
園
で
の
活
躍
を
み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
６
月
は
ブ
ラ
ジ
ル
開

催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
。
日

本
の
リ
ー
グ
戦
相
手
は

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
ギ

リ
シ
ャ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で

全
８
組
の
中
で
最
混
戦
区

に
入
っ
た
。
勝
ち
上
っ
て

も
次
は
イ
タ
リ
ア
か
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
、
そ
の
次
は
ブ

ラ
ジ
ル
か
ス
ペ
イ
ン
。
ベ

ス
ト
16
が
現
実
目
標
で

し
ょ
う
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
、
始
ま
る
前
の
今
が

一
番
楽
し
い
の
で
し
ょ
う

ね
。Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
ス
ー
パ
ー

ボ
ウ
ル
も
目
前
で
す
。

K
・
F

法
律
相
談

税
務
相
談

PM
2
時
〜
4
時

相
続
・
遺
言
相
談

1
時
〜
4
時

PM

定
例
相
談
日

定
例
相
談
日
2
月 

12
日 

㈬

経
営
＆
金
融
相
談
コ
ー
ナ
ー

経
営
＆
金
融
相
談
コ
ー
ナ
ー

(4)   第487号 ちの会議所ニュース 新 年 特 別 号

経
営
改
善
計
画
書
作
成
相
談

随
時

1
時
〜
4
時

PM

ご
相
談
の
お
申
し
込
み
は
事
前
に
会
議
所
相
談
課
へ

年末調整個別相談会

経営安定・経営革新セミナー

【最強の販売戦略】ランチェスターで経営強化！一点突破で強者に勝つビジネス兵法 “弱者逆転の法則”
市場縮小時代に勝ち残る…わずか６ヶ月で売上1.5倍のランチェスター流営業戦略

小が大に勝つ弱者逆転を使命とし、ビジネス戦略のバイブル「ランチェスター戦略」を学びます。
戦いの原理とランチェスターの説く勝ち方の原則をわかりやすく解説する「基本編」です。
小が大に勝つには？ランチェスター戦略とは？弱者？差別化？No.1とは…？

講師
㈱リンクウェル 代表取締役

中丸秀昭 氏
1970年生まれ。日本大
学卒業。広告会社の営業
マンとして従事するも
「売れない営業」のレッ
テルを貼られる。解雇の
最後通告を受ける中、今
までと異なる営業手法で

「トップセールス」となる。その手法を指導・活用して最
年少マネージャーに就任。広告会社在籍中に知り合っ
た経営者の言葉により経営コンサルタントへ転身。大
手コンサル会社など２社に在籍。その間外資系生保の
営業に引き抜かれ、3年以上在籍しない事を条件に入
社し、２年目に在籍オフィスのベスト５に入賞を機に独
立、㈱リンクウェルを設立、代表取締役就任。

なかまる　 ひであき

日　時　平成26年2月5日（水）15時00分～17時00分
会　場　茅野商工会議所会館（茅野市塚原1-3-20）
受講料　無料　　　定　員　50名
申込み　茅野商工会議所　TEL 0266-72-2800　FAX 0266-72-9030

◆ランチェスター戦略が“競争戦略のバイブル” 
　“弱者必勝の法則”と言われる理由は？
◆弱者と強者の基本戦略と５大戦法とは？
◆弱者の５大戦法
◆強者の基本戦略は「ミート戦略」

◆強者の５大戦法
◆戦略と戦術の定義と違いとは？
◆競争目標と攻撃目標の違いとは？
◆ランチェスター戦略３つの結論とは？
◆ランチェスター式ABC分析

主な講座内容

エレクトロニクス製造・実装に関する専門技術展
アジア最大!過去最多1,780社が出展　平成26年1月16日（木）催行

日　程 展 示 名

参加費用◎1,000円/1人あたり　当日集金させていただきます。（バス往復費用・保険加入費用の一部をご負担願います。） ※昼食代等は各自負担でお願い致します。
概略日程◎茅野市役所　東側第4駐車場 集合・出発<7:00>⇒東京国際展示場着<11:00>
　　　　　東京国際展示場 出発<16:30>⇒茅野市役所着・解散<20:00(予定)>
申込締切日◎平成26年1月10日（金）（但し先着順優先）　宛先◎茅野・産業振興プラザ（担当：勝野・西野） TEL:0266-75-2030　

展 示 概 要
エレクトロニクス製造・実装に関する装置、技術、部
品・材料が一堂に出展するアジア最大の専門技術展。

半導体、LED、パワーデバイス、MEMSデバイスなど
に必要なあらゆるパッケージング技術が出展する専門
技術展。

プリント配線板・材料、設計・開発受託、設計開発ツー
ルが一堂に出展!

日本最大!エレクトロニクス製造/研究・開発における
検査技術の専門展。

民生機器、モバイル機器、産業機器などあらゆる分野
に必要な電子部品・デバイスが出展する専門技術展。

電子材料・高機能材料、材料開発技術が一堂に出展す
る専門技術展。

板金・切削・プレス・電鋳・エッチング・表面処理・難素
材加工技術などあらゆる精密・微細加工を持った企業
が一堂に出展する専門技術展。

第43回インターネプコン ジャパン

第15回半導体パッケージング技術展

第15回プリント配線板EXPO

第4回 精密 微細 加工技術EXPO

第31回エレクトロテスト ジャパン

第15回電子部品EXPO

第5回先端電子材料EXPO

1/16（木）

ネプコンジャパン
2014
同時開催

先着40名様

東京ビッグサイト「ネプコンジャパン2014」日帰りバスツアーのご案内 長野県社会保険労務士会諏訪支部

無料簡易労務診断のご案内

こんなお悩みはありませんか?

　グローバルな競争にさらされる中で、強い経営体質を創り、継続的安定的に成長を続け
ていくためには社員の活性化、社員力の向上が不可欠です。
　私たち長野県社会保険労務士会諏訪支部では、無料で簡易労務診断を通じ、貴社の状
況を「可視化」「数値化」することで皆様の遵法経営と社員力向上のお役に立てるよう取
り組んでいます。

 支部長　山田博志 TEL 0266-23-1841
 プロジェクトリーダー　鶴石悠紀 TEL 0266-72-8318
 プロジェクト事務局　篠田幸永 TEL 0266-23-3363

※対象は諏訪圏内の企業に限ります。場合によってお引き受けできないことがあります。

○私の会社で労働基準法や労働諸法令に合っていないことはないだろうか?
○私の会社で従業員は活き活きと満足して働いているだろうか?

【無料簡易労務診断の内容】

◆就業規則審査による労働基準法等の適法性審査
◆社員アンケートによる社員モラル判断　◆診断結果に基づく改善提案アドバイス

事業主/人事担当者の皆様

主催：諏訪経営安定特別相談室／
　　　岡谷商工会議所・下諏訪商工会議所・諏訪商工会議所・茅野商工会議所

【お問い合せ先】　長野県社会保険労務士会諏訪支部

●国民年金保険料控除を受けるには国民年金保険料控除証明書     
　（ハガキ）が必要です。又、控除証明書類（例：国保税の納入金確認、
生保・介護医療・個人年金、損保（長期）・地震保険）等をご持参下さい。
●年末調整個別相談会には「納付書」を忘れずにご持参下さい。
失くした場合再発行となり時間がかかります。
●記入できる箇所は予め記入しておいてください。

日時■平成26年1月7日（火）・8日（水）の2日間
　　　午前10時～正午・午後1時～4時
場所■茅野商工会議所 3階301会議室

発　　行　茅 野 商 工 会 議 所
毎月15日発行

編集発行人   

〒391-8521長野県茅野市塚原1-3-20
TEL ( 0266 ) 72 - 2800 (代)
FAX ( 0 2 6 6 ) 7 2 - 9 0 3 0
URL http://www.chinocci.or.jp/
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平成26年　2014年
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お
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で
と
う
ご
ざ
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ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、
茅
野
商
工
会
議
所

第
十
九
期
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
引

き
続
き
会
頭
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
取
組
み
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
り
返
り
ま
す
と
二
○
○
七
年
に
会
頭
と
し
て
初
就
任
以
降
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日

本
大
震
災
の
発
生
、
原
発
事
故
な
ど
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
よ
う
や
く
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
で
景
気
回
復
の
兆
し
は
見
え
て
き
た
も
の
の
、
地
方

経
済
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
茅
野
商
工
会
議
所
と
致
し
ま
し
て
は
二
○
一
三

年
か
ら
五
年
間
の
活
動
指
針
と
な
る
「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
特
に
人
づ
く
り
と
技
術

づ
く
り
を
進
め
、
企
業
支
援
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
さ
ら
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

参
入
す
る
市
場
規
模
は
小
さ
く
て
も
高
い
シ
ェ
ア
、
高
収
益
を
誇
る
企
業
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
ニ
ッ
チ
分
野
で
国
際
市
場
を
開
拓
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
企
業
」
の
育
成

を
目
指
し
、
医
療
や
航
空
な
ど
成
長
分
野
へ
の
参
入
も
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
諏
訪
東
京
理

科
大
学
・
茅
野
市
と
共
に
立
ち
上
げ
た
「
茅
野
・
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
」
を
拠
点
に
産
学
官
の

連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
こ
れ
ら
の
支
援
や
新
製
品
の
開
発
、
新
分
野
開
拓
に
向
け
更
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
家
族
旅
行
が
減
少
し
、
企
業
も
収
益
の
悪
化
で
職
場
旅
行

を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
し
山
紫
水
明
の
地
を
強
力
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
、国
内
は
も
と
よ
り
、海
外
か
ら
の
誘
客
も
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。取
組
み
の
一
つ
が
、

「
蓼
科
三
室
源
泉
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
高
温
弱
酸
性
泉
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
て

誘
客
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
茅
野
市
に
は
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
的
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
掘
り
起
し
、
観
光
誘
客
へ
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か

調
査
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

商
業
面
で
は
、
既
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
や
「
軽
ト
ラ
市
」
の
取
組
み
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
寒
天
や
そ
ば
な
ど
、
伝
統
産
業
を
軸
と
し
た
農
商
工
連
携
、
6
次
産

業
化
へ
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

建
設
産
業
面
で
は
成
果
を
収
め
て
い
る
田
舎
暮
ら
し
「
楽
園
信
州
ち
の
」
の
取
組
み
が
各
方

面
へ
波
及
し
さ
ら
な
る
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
一
層
力
を
入
れ
、「
地
域
産
業
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
」
を
目
指
し
、
地

域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
会
員
企
業
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
商
工
会

議
所
活
動
へ
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茅野商工会議所中期ビジョン 概要 茅野商工会議所は、２０１３年から５年間の活動指針となる「中期ビジョン」を策定しました。５年後に茅野
商工会議所が「地域産業活性化実現の拠点となる」ことを目指し、主要施策、重点実施項目をまとめました。

 1. 会員・創業者の経営力強化に向けた支援
　商工会議所の重要な使命である「中小企業の活力強化」を推進するため、会議所の経営
相談事業を一層充実するとともに、次代を担う若手経営層の人財育成事業を強化します。

（1）経営相談機能の強化
　①円滑な事業承継の促進
　②マル経融資制度等の積極的活用による金融支援
　③企業の IT活用サポートの強化
　④創業支援の充実と強力なフォローアップの展開
（2）産業人財育成の推進
　①経営者向けトップセミナーの継続的開催
　②若手経営者等への環境変化に対応できる人財育成の推進

 2. 新たな地域経済の振興施策の推進
　商工会議所の重要な役割である「地域経済の活性化」を図るため、あらゆる分野にわたる
革新的な取り組みを支援し、地域の魅力化と活性化につながる事業を展開してまいります。

（1）イノベーションの推進（※イノベーション :革新的な新たな取り組みをさします）
　①「個」のイノベーション活動の支援
　②新分野の産業に対する情報収集活動の推進
（2）地域活性化の推進
　①地域の魅力化、会員事業所のブラッシュアップの支援
　②農商工連携による新たな産業創出事業の推進
　③茅野市の産業振興ビジョンの活用と市行政との連携

 3. 会議所ネットワークの活用や他組織との連携
　企業が抱える経営課題は、複雑化・高度化し会議所が単独で解決することは困難な時代
を迎えています。そのため、他の専門機関や支援機関とのネットワークを拡大し、高度の
課題については、速やかに専門機関につなげる等のサービスを充実してまいります。

（1）外部支援機関との連携強化
　①「茅野・産業振興プラザ」との連携強化
　②産学連携によるイノベーション事業の推進
（2）企業間のビジネス交流等の充実
　①新規創業者・新規会員・異業種事業所による交流事業の積極的展開
　　　　
 4. 国・県・市等への政策提言・要望の推進
　商工会議所の重要な役割である、会議所では解決できない大きな課題等について会員の
意見を取りまとめて、必要に応じて行政等へ政策提言や意見具申することが求められてい
ます。今後様々な地域の課題を委員会等の中で検討し、地域の経済団体として積極的に政
策提言等を推進してまいります。

（1）政策提言機能の強化
　①会員の声を集約し、行政への政策提言活動の推進
　　      　
 5. 会議所の組織力・財政基盤の確立
　会議所の組織の主役は部会の構成メンバーである会員の皆様ですが、会員の中から選出
された 1号・2号・3号議員の方々が正副会頭のもとで様々な委員会活動を通じて目標達
成に向けて活動しています。会議所の組織力を強化するため、委員会活動を支える事務局
組織につきましても会員目線での改革を進めてまいります。そして、会員の増強や財政基
盤の充実にも努め会議所組織の安定化を図ってまいります。

（1）会議所の組織体制の見直しと会員サービスの徹底化
　①会議所事務局体制の充実と会員サービスの強化
　②委員会及び部会の機能強化
　③青年部及び女性会と本会との連携強化
　④会員企業のニーズ把握とその対応の迅速化
　⑤会員企業への情報提供の強化
（2）組織の強化と自主財源の確保推進
　①会員増強、財政基盤の強化

年
頭
の
ご
挨
拶  　

 

茅
野
商
工
会
議
所
会
頭　

宮
坂
ゴ
ム
㈱　

宮
坂
孝
雄


